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は
じ
め
に

　

岡
山
県
立
博
物
館
で
は
、
二
〇
二
一
年
一
〇
月
か
ら
翌
年
八
月
に
か
け
て
、

岡
山
市
北
区
津
島
本
町
に
所
在
す
る
、
日
蓮
宗
不
受
不
施
派
妙
善
寺
が
所
蔵
す

る
資
料
の
調
査
を
実
施
し
た
。
調
査
の
結
果
、
曼
荼
羅
本
尊
、
彫
刻
、
経
典
、

書
籍
、
絵
画
、
そ
し
て
多
数
の
書
状
を
含
む
古
文
書
な
ど
、
二
、三
四
六
件
を

目
録
に
採
録
で
き
た
。

　

今
回
の
調
査
の
過
程
で
、
一
六
世
紀
中
期
か
ら
一
七
世
紀
中
期
の
日
蓮
宗
妙

覚
寺
第
一
八
世
日
典
、
一
九
世
日
奥
、
二
〇
世
日
舩
等
の
花
押
を
実
見
す
る
こ

と
が
で
き
、
そ
の
花
押
に
時
代
差
が
見
ら
れ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。
花
押
に
つ

い
て
は
本
人
で
あ
る
こ
と
を
証
示
す
る
機
能
を
も
っ
て
お
り
、
偽
造
・
盗
用
を

防
ぐ
た
め
な
ど
の
理
由
に
よ
っ
て
改
変
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
こ
の
花
押
の
改

変
に
着
目
し
花
押
の
使
用
さ
れ
た
年
代
を
比
定
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
年
紀

の
な
い
文
書
の
年
代
推
定
を
行
う
研
究
が
大
き
な
成
果
を
あ
げ
つ
つ
あ
る
（
1
）。

日
奥
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
、
寺
尾
英
智
氏
の
論
考
（
2
）
が
あ
る
た
め
、
本
稿

で
は
日
典
及
び
日
舩
の
花
押
と
そ
の
変
遷
に
つ
い
て
、
妙
善
寺
所
蔵
資
料
の
ほ

か
、『
不
受
不
施
遺
芳
』（
3
）
な
ど
に
掲
載
さ
れ
た
資
料
を
踏
ま
え
、
現
段
階
で

の
試
案
を
述
べ
て
い
き
た
い
。

一　

日
典
の
花
押

　

日
典
（
享
禄
元
〈
一
五
二
八
〉
年
～
天
正
二
〇
〈
一
五
九
二
〉
年
）
は
、
備

前
国
津
高
郡
野
々
口
村
大
村
家
一
門
の
出
身
で
、
実
成
院
と
号
す
。
一
〇
歳

の
時
京
都
・
妙
覚
寺
に
入
寺
し
、
一
四
歳
で
得
度
し
た
と
さ
れ
る
。
そ
の
後
、

永
禄
六
（
一
五
六
三
）
年
に
下
総
国
茂
原
の
妙
光
寺
の
貫
主
と
な
り
、
同
九

（
一
五
六
六
）
年
三
九
歳
で
妙
覚
寺
一
八
世
を
継
承
し
た
。
日
蓮
宗
不
受
不
施

派
祖
日
奥
の
師
と
し
て
も
著
名
で
あ
る
。

　

日
典
の
花
押
に
つ
い
て
は
、
妙
善
寺
所
蔵
資
料
の
ほ
か
、『
不
受
不
施
遺
芳
』

『
岡
山
の
日
蓮
法
華
』（
4
）『
妙
覚
寺
寺
宝
集
成
』（
5
）
所
収
の
写
真
か
ら
計
五
〇

点
を
確
認
し
た
（
表
1
参
照
）。
そ
の
内
容
は
、
曼
荼
羅
本
尊
、
一
遍
首
題
、

坊
号
事
そ
し
て
消
息
で
あ
る
。
五
〇
点
の
う
ち
、
主
に
花
押
右
の
線
の
形
状
に

着
目
す
る
と
、
頂
点
が
丸
い
三
角
形
の
も
の
と
、
円
形
若
し
く
は
楕
円
形
の
も

の
と
、
大
き
く
二
つ
に
分
類
さ
れ
る
。
以
下
、
前
者
を
A
類
型
、
後
者
を
B
類

型
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。

　

A
類
型
を
詳
細
に
見
る
と
、
さ
ら
に
四
類
型
（
A1
、
A2
︲
1
、
A2
︲
2
、

A3
）
に
区
分
可
能
の
よ
う
で
あ
る
。
A1
類
型
は
、花
押
の
一
番
外
の
線
（
以
下
、

外
郭
線
）
の
右
側
が
丸
ま
っ
て
頂
点
に
達
し
た
後
、
右
下
に
や
や
丸
み
を
帯
び

日
蓮
宗
妙
覚
寺
一
八
世
日
典
及
び
二
〇
世
日
舩
の
花
押
類
型
化
の
一
試
案
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岡
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て
鋭
く
下
が
り
、
最
下
部
か
ら
左
上
方
に
跳
ね
上
げ
る
形
と
な
る
も
の
で
、
今

回
四
点
が
確
認
で
き
た
（
図
1
）。
A2
類
型
は
さ
ら
に
二
分
さ
れ
、
A2
︲
1
類

型
は
、
頂
点
か
ら
右
下
方
に
下
が
る
線
が
A1
類
型
よ
り
急
角
度
ほ
ぼ
真
下
に
降

り
る
形
に
な
る
も
の
で
、今
回
五
点
が
確
認
さ
れ
た（
図
2
）。
A2
︲
2
類
型
は
、

花
押
右
の
線
は
A2
︲
1
類
型
と
同
じ
で
あ
る
が
、
左
下
の
右
斜
め
に
上
が
る
線

の
起
筆
の
「
は
ね
」
の
ほ
か
、
そ
の
上
方
に
点
状
の
墨
が
入
れ
ら
れ
て
い
る
も

の
で
、
今
回
二
点
が
確
認
さ
れ
た
（
図
3
）。
A3
類
型
は
、
左
下
方
の
起
筆
周

辺
は
A2
︲
2
類
型
と
同
じ
で
あ
る
が
、
右
の
線
は
頂
点
か
ら
右
下
方
に
降
り
る

角
度
が
A2
︲
1
類
型
、
A2
︲
2
類
型
よ
り
や
や
緩
や
か
な
形
を
と
っ
て
い
る
も

の
で
、
今
回
四
点
確
認
で
き
た
（
図
4
）。

　

続
い
て
B1
類
型
は
、
花
押
右
の
線
が
左
に
傾
く
卵
形
を
し
て
い
る
も
の
で
、

今
回
四
点
確
認
で
き
た
（
図
5
）。
B2
類
型
は
、
花
押
右
側
の
底
部
か
ら
左
上

方
に
上
が
る
線
の
角
度
が
緩
く
膨
ら
み
な
が
ら
上
が
る
形
と
な
る
も
の
で
、
今

回
七
点
確
認
で
き
た
（
図
6
）。
B3
類
型
は
、
花
押
右
側
が
全
体
に
丸
み
を
帯

び
て
右
下
方
に
筆
が
運
ば
れ
、底
部
か
ら
左
上
方
に
跳
ね
上
げ
ら
れ
る
も
の
で
、

今
回
二
三
点
確
認
で
き
た
（
図
7
）。
最
後
に
B4
類
型
は
、
花
押
右
側
が
横
に

広
が
る
楕
円
形
を
呈
し
た
も
の
で
、
今
回
一
点
の
み
確
認
で
き
た
（
図
8
）。

　

以
上
八
類
型
の
花
押
の
使
用
年
代
を
見
て
み
る
と
、
A1
類
型
で
年
代
確
定
が

出
来
て
い
る
時
期
は
、永
禄
一
〇（
一
五
六
七
）年
一
〇
月
の
み
で
あ
る
。
以
下
、

A2
︲
2
類
型
で
元
亀
三（
一
五
七
二
）年
七
月
、A3
類
型
で
天
正
四（
一
五
七
六
）

年
三
月
か
ら
同
七
年
六
月
ま
で
、
B1
類
型
で
天
正
五
（
一
五
七
七
）
年
閏
七
月

か
ら
同
七
年
三
月
ま
で
、
B2
類
型
で
天
正
八
（
一
五
八
〇
）
年
閏
三
月
か
ら
同

一
〇
年
七
月
ま
で
、
B3
類
型
で
天
正
一
八
（
一
五
九
〇
）
年
三
月
か
ら
同
一
九

年
一
一
月
ま
で
、
B4
類
型
が
天
正
一
九
年
一
一
月
と
な
っ
て
い
る
。
使
用
年
代

の
重
複
は
、
A3
類
型
と
B1
類
型
で
少
な
く
と
も
三
ヵ
年
間
あ
り
、
両
者
は
並
行

し
て
使
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
B3
類
型
と
B4
類
型
の
花
押
に
つ
い
て

も
一
時
的
に
重
複
し
て
い
た
可
能
性
も
あ
る
が
、明
確
に
は
で
き
な
い
。
な
お
、

A2
︲
1
類
型
は
実
年
代
が
は
っ
き
り
と
し
た
資
料
が
な
く
、
使
用
年
代
は
明
確

に
出
来
な
い
。

二　

日
舩
の
花
押

　

日
舩
（
文
禄
二
〈
一
五
九
三
〉
年
～
明
暦
四
〈
一
六
五
八
〉
年
）
は
、
現
在

の
岡
山
市
北
区
建
部
町
福
渡
の
出
身
と
伝
承
さ
れ
、
本
寿
院
と
号
す
。
実
成
院

日
典
の
弟
子
で
あ
る
。
備
前
国
妙
善
寺
、
同
蓮
昌
寺
の
住
持
を
歴
任
し
、
寛
永

七
（
一
六
三
〇
）
年
に
京
都
・
妙
覚
寺
二
〇
世
を
継
承
し
た
と
さ
れ
る
。
同
年
、

受
不
施
派
と
の
間
で
身
池
対
論
が
起
こ
り
、
不
受
不
施
派
の
主
張
は
退
け
ら
れ
、

妙
覚
寺
は
受
不
施
派
の
身
延
山
久
遠
寺
に
引
き
渡
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ

の
た
め
日
舩
と
妙
覚
寺
大
衆
三
〇
人
は
、
祖
像
を
背
負
い
洛
北
紫
竹
常
徳
寺
に

隠
棲
し
た
。
翌
年
一
時
備
前
に
帰
る
が
、
ま
も
な
く
和
泉
国
法
泉
寺
に
赴
き
、

不
受
不
施
を
堅
持
し
た
。晩
年
福
渡
に
帰
り
、小
庵
を
設
け
同
所
で
没
し
て
い
る
。

　

日
舩
の
花
押
に
つ
い
て
は
、
妙
善
寺
所
蔵
資
料
と
妙
善
寺
で
の
調
査
中
に
拝

見
し
た
個
人
蔵
資
料
の
計
二
八
点
を
確
認
し
た（
表
2
参
照
）。内
容
と
し
て
は
、

曼
荼
羅
本
尊
、
一
遍
首
題
と
消
息
で
あ
る
。
こ
れ
ら
を
通
覧
す
る
と
、
曼
荼
羅

本
尊
・
一
遍
首
題
と
消
息
と
で
、
花
押
の
形
態
が
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
事
が

分
か
る
。
以
下
、
前
者
を
A
類
型
、
後
者
を
B
類
型
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。

　

A
類
型
を
詳
細
に
見
る
と
、
さ
ら
に
四
種
類
（
A1
、
A2
、
A3
、
A4
）
に
区
分
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で
き
る
こ
と
が
分
か
る
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
差
違
を
略
述
す
る
と
、
A1
類
型
は
、
外
郭
線
が
向
か
っ
て
左
上

部
、
向
か
っ
て
右
下
部
で
角
張
っ
た
形
と
な
り
、
底
部
は
緩
や
か
な
曲
線
と
な

る
も
の
で
、
今
回
三
点
が
確
認
さ
れ
た
（
図
9
）。
A2
類
型
は
、
外
郭
線
が
全

体
的
に
楕
円
形
に
な
る
反
面
、
底
部
の
線
は
や
や
角
が
つ
く
よ
う
に
左
右
上
部

に
上
が
っ
た
形
と
な
る
も
の
で
、今
回
一
点
確
認
さ
れ
た（
図
10
）。
A3
類
型
は
、

外
郭
線
底
部
が
左
寄
り
か
ら
左
右
に
角
度
を
つ
け
て
上
が
る
形
で
、
そ
の
角
度

は
A2
類
型
よ
り
急
で
あ
る
。
今
回
は
一
〇
点
確
認
さ
れ
た（
図
11
）。
A4
類
型
は
、

ま
ず
外
郭
線
底
部
が
緩
や
か
に
な
り
右
側
は
少
し
内
側
に
弧
を
描
く
よ
う
に
な

る
。
さ
ら
に
そ
の
あ
と
底
部
右
端
か
ら
鋭
角
に
上
が
る
形
と
な
る
も
の
で
、
今

回
一
一
点
が
確
認
さ
れ
た
（
図
12
）。

　

A
類
型
の
花
押
に
つ
い
て
年
代
を
見
る
と
、
A1
類
型
で
年
代
確
定
が
で
き
て

い
る
時
期
は
、
寛
永
一
一
（
一
六
三
四
）
年
四
月
か
ら
翌
四
月
ま
で
で
あ
る
。

以
下
、
A2
類
型
は
寛
永
一
三
（
一
六
三
六
）
年
三
月
、
さ
ら
に
A3
類
型
が
寛
永

一
五
（
一
六
三
八
）
年
三
月
か
ら
寛
永
一
八
（
一
六
四
一
）
年
ま
で
、
A4
類
型

が
寛
永
一
九
（
一
六
四
二
）
年
七
月
か
ら
承
応
四
（
一
六
五
五
）
年
四
月
ま
で

と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
四
類
型
の
花
押
は
、
使
用
さ
れ
る
期
間
の
重
複
は
一

応
見
ら
れ
な
い
た
め
、
A1
類
型
→
A2
類
型
→
A3
類
型
→
A4
類
型
の
順
で
、
日
舩

の
花
押
は
変
化
し
て
い
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

　

B
類
型
の
花
押
は
、
外
郭
線
が
円
形
を
呈
し
て
お
り
（
図
13
）、
A
類
型
と

形
状
が
異
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
B
類
型
は
消
息
類
で
し
か
見
ら
れ
な
い
。
実

年
代
に
つ
い
て
は
、
現
段
階
で
は
確
定
で
き
な
い
。

お
わ
り
に

　

最
後
に
、
こ
こ
ま
で
の
検
討
内
容
を
整
理
す
る
。
ま
ず
日
典
の
花
押
の
変
遷

に
つ
い
て
ま
と
め
る
と
次
の
通
り
で
あ
る
。

　
　

A1
類
型
：�

永
禄
一
〇
年
一
〇
月
以
前
～
元
亀
三
年
七
月
以
前

　
　

A2
︲
2
類
型
：
元
亀
三
年
七
月
以
前
～
天
正
四
年
三
月
以
前

　
　

A3
類
型
：
天
正
四
年
三
月
以
前
～
同
七
年
六
月
以
前

　
　

B1
類
型
：
天
正
五
年
閏
七
月
以
前
～
同
八
年
閏
三
月
以
前

　
　

B2
類
型
：
天
正
八
年
閏
三
月
以
前
～
同
一
八
年
三
月
以
前

　
　

B3
類
型
：
天
正
一
八
年
三
月
以
前
～
同
一
九
年
一
一
月

　
　

B4
類
型
：
天
正
一
九
年
一
一
月
～
？

以
上
の
使
用
時
期
の
区
分
は
、
A3
類
型
と
B1
類
型
、
B3
類
型
と
B4
類
型
以
外
重

複
す
る
時
期
が
な
い
前
提
で
示
し
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
今
後
の
調
査
等
の
進

展
に
よ
り
変
動
す
る
可
能
性
が
あ
る
。
ま
た
、
A2
︲
1
類
型
の
実
年
代
は
不
明

で
あ
る
が
、花
押
の
変
化
過
程
、つ
ま
り
A2
︲
2
類
型
以
後
の
花
押
に
あ
る
「
左

下
の
右
斜
め
に
上
が
る
線
の
起
筆
の
「
は
ね
」
の
ほ
か
、
そ
の
上
方
に
点
状
の

墨
が
入
れ
ら
れ
て
い
る
」
と
い
う
特
徴
が
な
い
こ
と
か
ら
、
A1
類
型
と
A2
︲
2

類
型
の
間
に
位
置
す
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

　

続
い
て
、
日
舩
の
花
押
の
変
遷
に
つ
い
て
整
理
す
る
と
次
の
通
り
で
あ
る
。

　
　

A1
類
型
：�

寛
永
一
一
年
四
月
以
前
～
同
一
二
年
四
月
～
同
一
三
年
三
月
以

前

　
　

A2
類
型
：
寛
永
一
三
年
三
月
以
前
～
同
一
五
年
三
月
以
前

　
　

A3
類
型
：
寛
永
一
五
年
三
月
以
前
～
同
一
八
年
～
同
一
九
年
七
月
以
前
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A4
類
型
：
寛
永
一
九
年
七
月
以
前
～
承
応
四
年
四
月
～

　
　

B
類
型
：
時
期
不
明
。
消
息
の
み
に
使
用
し
て
い
た
可
能
性
あ
り
。

A
類
型
の
花
押
は
、
使
用
時
期
が
明
確
に
分
か
れ
て
お
り
、
何
ら
か
の
事
由
を

契
機
に
花
押
を
変
え
て
い
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。た
だ
、「
何
ら
か
の
事
由
」

は
今
回
判
断
で
き
な
か
っ
た
。
ま
た
、
A1
類
型
以
前
、
A4
類
型
以
後
の
花
押
に

つ
い
て
も
未
確
認
の
た
め
検
討
で
き
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
A4
類
型
の
花
押
だ

け
が
他
の
類
型
よ
り
使
用
期
間
が
長
い
た
め
、
最
期
ま
で
A4
類
型
の
花
押
を
使

用
し
て
い
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
日
舩
は
、
曼
荼
羅
本
尊
や
一
遍

首
題
等
と
消
息
類
で
は
花
押
が
全
く
異
な
っ
て
お
り
、
使
用
目
的
に
よ
る
使
い

分
け
を
行
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

　

今
回
日
典
及
び
日
舩
花
押
の
時
期
的
変
遷
に
つ
い
て
は
大
ま
か
な
試
案
を
と

り
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
た
が
、
無
年
号
資
料
の
年
次
推
定
ま
で
検
討
が
及
ば

な
か
っ
た
。
以
後
の
課
題
と
し
た
い
。

〈
付
記
〉

　

妙
善
寺
所
蔵
資
料
の
調
査
に
つ
い
て
は
、
井
本
伸
夫
様
を
始
め
と
す
る
妙
善

寺
の
皆
様
に
大
変
お
世
話
に
な
っ
た
。
記
し
て
謝
意
を
表
し
た
い
。
な
お
、
今

回
の
調
査
は
、
本
館
元
統
括
学
芸
員
中
田
利
枝
子
及
び
学
芸
員
岡
﨑
有
紀
と
と

も
に
実
施
し
た
も
の
で
あ
る
。

《
註
》

（
1
）　

舘
鼻
誠
「
毛
利
輝
元
文
書
の
基
礎
研
究
」（『
古
文
書
研
究
』
第
二
六
号
、
一
九
八
六
年
）、

滋
賀
県
立
安
土
城
考
古
博
物
館
編
・
発
行
『
信
長
文
書
の
世
界
』（
二
〇
〇
〇
年
）、
寺
尾
英

智
「
日
蓮
宗
不
受
不
施
派
祖
日
奥
の
花
押
と
そ
の
変
遷
」（『
日
蓮
仏
教
研
究
』
第
一
〇
号
、

二
〇
一
九
年
）
な
ど
。
な
お
、筆
者
も
宇
喜
多
直
家
の
花
押
の
変
遷
に
つ
い
て
検
討
し
た
「
宇

喜
多
直
家
発
給
文
書
編
年
化
へ
の
一
試
案
」（
大
西
泰
正
編
『
備
前
宇
喜
多
氏
』
岩
田
書
店
、

二
〇
一
二
年
）
を
発
表
し
て
い
る
。

（
2
）　

註
（
1
）
寺
尾
論
文
。

（
3
）　

日
蓮
宗
不
受
不
施
派
研
究
所
編
、
日
蓮
宗
不
受
不
施
派
御
遠
忌
記
念
事
業
執
行
委
員
会
、

一
九
八
二
年
。

（
4
）　

岡
山
県
立
博
物
館
編
・
発
行
、
二
〇
一
九
年
。

（
5
）　

頂
岳
龍
乗
編
、
本
山
妙
覚
寺
、
二
〇
〇
三
年
。
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表 1　日典花押一覧

番号 資料名 年代 花押類型 資料番号、出典

1 日典曼荼羅本尊 永禄10年10月30日 A1 ホ-15

2 日典曼荼羅本尊 元亀3年7月 A2-2 『妙覚寺寺宝集成』158頁

3 日典曼荼羅本尊 天正4年3月 A3 ホ-141-1

4 日典消息（妙善寺御衆中旦中宛） 天正5年閏7月25日 B1 『不受不施遺芳』24頁

5 坊号事 天正7年3月 B1 『不受不施遺芳』31頁

6 日典曼荼羅本尊 天正7年6月28日 A3 『不受不施遺芳』5頁

7 日典消息（実教寺宛） 天正8年閏3月28日 B2 ダ-1-1

8 日典曼荼羅本尊 天正8年4月 B2 『岡山の日蓮法華』56頁

9 日典先徳曼荼羅本尊 天正9年4月 B2 ホ-139

10 日典曼荼羅本尊 天正10年4月 B2 ホ-22-3

11 日典消息（円乗院ほか宛） （天正10年）7月5日 B2 『不受不施遺芳』35頁

12 坊号事 天正18年3月28日 B3 『不受不施遺芳』42頁

13 日典曼荼羅本尊 天正19年11月 B3 キ-12-1

14 日典曼荼羅本尊 天正19年11月 B4 ホ-140

15 日典消息（蓮住雅老宛） （年未詳）1月11日 B3 キ-15

16 日典消息（藤田二郎四郎宛） （年未詳）2月28日 B3 キ-71-1

17 日典消息（華徳院宛） （年未詳）9月20日 B1 キ-31

18 日典消息（松田孫次郎宛） （年未詳）5月21日 A1 『不受不施遺芳』11頁

19 日典消息（楢原三郎左衛門尉宛） （年未詳）6月1日 A2-1 『不受不施遺芳』12頁

20 日典消息 （年未詳）8月5日 A2-1 『不受不施遺芳』14頁

21 日典消息（円乗坊・常林院宛） （年未詳）8月5日 A2-1 『不受不施遺芳』15頁

22 日典消息（□乗坊宛） （年未詳）12月6日 A1 『不受不施遺芳』16頁

23 日典消息（宗古雅□宛） （年未詳）10月7日 B3 『不受不施遺芳』17頁

24 日典消息（円頓坊・世安宛） （年未詳）2月8日 B3 『不受不施遺芳』19頁

25 日典消息（道教雅翁宛） （年未詳）2月20日 B2 『不受不施遺芳』20頁

26 日典消息（妙円寺・野上源右衛門尉宛）（年未詳）8月11日 A2-1 『不受不施遺芳』21頁

27 日典消息（常在寺宛） （年未詳）8月23日 B1 『不受不施遺芳』22頁

28 日典消息（夕庵・徳斎宛） （年未詳）1月26日 A3 『不受不施遺芳』25頁

29 日典消息（楢原又七郎宛） （年未詳）3月13日 B3 『不受不施遺芳』26頁

30 日典消息 （年未詳）4月21日 A2-2 『不受不施遺芳』27頁

31 日典消息（本行寺宛） （年未詳）5月22日 B3 『不受不施遺芳』28頁

32 日典消息（弘経寺宛） （年未詳）4月20日 B3 『不受不施遺芳』30頁

33 日典消息（冨山藤内丞宛） （年未詳）8月11日 B3 『不受不施遺芳』37頁

34 日典消息（願心寺宛） （年未詳）9月13日 A2-1 『不受不施遺芳』38頁

35 日典消息 （年未詳）9月28日 B2 『不受不施遺芳』40頁

36 日典消息（円住院宛） （年未詳）11月 A1 『不受不施遺芳』41頁

37 日典消息（有林□□宛） （年未詳）6月27日 B3 『不受不施遺芳』47頁

38 日典消息 （年未詳）正月11日 B3 『不受不施遺芳』49頁
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番号 資料名 年代 花押類型 資料番号、出典

39 日典消息（宇喜多河内入道宛） （年未詳）正月11日 B3 『不受不施遺芳』50頁

40 日典消息（円住坊宛） （年未詳）正月11日 B3 『不受不施遺芳』52頁

41 日典消息 （年未詳）正月11日 B3 『不受不施遺芳』53頁

42 日典消息（宇垣一郎兵衛宛） （年未詳）正月11日 B3 『不受不施遺芳』54頁

43 日典消息 （年未詳）正月11日 B3 『不受不施遺芳』55頁

44 日典消息 （年未詳）正月11日 B3 『不受不施遺芳』56頁

45 日典消息（岡長介宛） （年未詳）正月11日 B3 『不受不施遺芳』57頁

46 日典消息（深妙院宛） （年未詳）正月11日 B3 『不受不施遺芳』58頁

47 日典消息（高田孫兵衛尉宛） （年未詳）正月11日 B3 『不受不施遺芳』59頁

48 日典消息（花徳院宛） （年未詳）正月11日 B3 『不受不施遺芳』60頁

49 日典消息（本迹院宛） （年未詳）5月3日 Ａ3 『不受不施遺芳』61頁

50 日典消息（法音院宛） （年未詳）3月28日 B3 『不受不施遺芳』63頁
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表 2　日舩花押一覧

番号 資料名 年代 花押類型 資料番号、出典

1 日舩曼荼羅本尊 寛永11年4月 A1? ホ-188

2 日舩曼荼羅本尊 寛永12年4月12日 A1 ホ-100-5

3 日舩曼荼羅本尊 寛永12年4月 A1 ホ-192

4 日舩曼荼羅本尊 寛永13年3月 A2 ホ-191

5 日舩曼荼羅本尊 寛永15年3月 A3 ダ-21

6 日舩先徳曼荼羅本尊 寛永15年3月 A3 ダ-22

7 日舩十羅刹女曼荼羅本尊 寛永15年3月 A3 ダ-23

8 日舩曼荼羅本尊 寛永16年4月18日 A3 キ-12-3

9 日舩曼荼羅本尊 寛永17年3月 A3 ダ-6

10 日舩曼荼羅本尊 寛永17年7月 A3 ホ-32

11 日舩曼荼羅本尊 寛永17年9月 A3 ホ-189

12 日舩曼荼羅本尊（日蓮御影入り） 寛永18年2月時正仲日 A3 キ-58

13 日舩曼荼羅本尊 寛永18年11月4日 A3 ホ-187

14 日舩一遍首題 （年月日未詳） A3 ホ-89

15 日舩曼荼羅本尊 寛永19年7月5日 A4 （個人蔵）

16 日舩曼荼羅本尊 寛永20年8月彼岸初日 A4 ホ-88

17 日舩曼荼羅本尊 正保2年2月25日 A4 ホ-190-1

18 日舩先徳曼荼羅本尊 正保2年2月25日 A4 ホ-190-2

19 日舩十羅刹女曼荼羅本尊 正保2年2月25日 A4 ホ-190-3

20 日舩曼荼羅本尊 正保3年4月25日 A4 ダ-7

21 日舩曼荼羅本尊 正保4年6月17日 A4 ホ-193

22 日舩曼荼羅本尊 慶安3年2月24日 A4 ホ-23

23 日舩曼荼羅本尊 慶安3年8月 A4 ダ-5

24 日舩曼荼羅本尊 承応4年4月8日 A4 （個人蔵）

25 日舩一遍首題 （年未詳）7月25日 A4 ダ-5

26 日舩消息（黒田□□老宛） （年未詳）11月4日 B ホ-61

27 日舩消息（正寿院宛） （年未詳）梅月11日 B ダ-1-3

28 日舩消息（宛名判読不可） （年未詳）11月25日 B キ-71-3
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